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夏休み子ども議会見学夏休み子ども議会見学

　令和６年８月１日（木）に県内在住の小学５～６年生 17 名とその保護者の方々にご参加いただき、夏休み子ども議
会見学を開催しました。
　子どもたちは本会議場で県議会の仕組みや役割について学び、議長室や傍聴席などを見学した後、４つのグルー
プに分かれ、それぞれのテーマについて議員と話し合い、最後に各グループの代表者が本会議場の演壇から話し合
った内容を発表しました。
　参加した子どもたちからは、「議場はとても広くて、議員さんがたくさんいたから、とてもわくわくした」、「議員さ
んはもっと固い人というイメージを持っていたけど、ユーモアもあり親近感が持てた」などの感想が寄せられました。
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一
般
質
問

６
月
19
日（
水
）県

民
ク
ラ
ブ

玉た
ま
田だ

 
輝て
る
義よ
し 

議
員

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

今
後
の
取
組
に
つ
い
て

　
祖
母
・
傾
・
大
崩
地
域
は
、
原

生
的
な
自
然
と
、
そ
れ
を
敬
い

独
自
の
文
化
を
育
ん
で
き
た
共
生
の
歴

史
が
評
価
さ
れ
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
エ
リ
ア
と
し
て
の
魅
力
を

さ
ら
に
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
祖
母
・
傾
・
大
崩
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
は
、
認
定
さ
れ
て
か
ら
７

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
生
活
環
境

部
長
に
伺
い
ま
す
。

QA

　
６
月
13
日
か
ら
６
月
28
日
ま
で
の
16

日
間
、
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
後
、
元
𠮷
議
長
に
よ
る
諸
般
の

報
告
に
続
き
、
令
和
６
年
度
大
分
県
一

般
会
計
補
正
予
算
の
議
案
な
ど
が
提
出

さ
れ
、
佐
藤
知
事
が
提
案
理
由
を
説
明

し
ま
し
た
。

　
６
月
19
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
行

わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
12
人
の
議
員
が

登
壇
し
、
県
政
の
課
題
等
に
対
し
て
執

行
部
と
活
発
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
21
日
に
は
、
新
た
な
特

別
委
員
会
「
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

特
別
委
員
会
～
広
域
交
流
・
観
光
・
産

業
の
振
興
～
」
の
設
置
を
決
定
し
ま
し

た
。

　
６
月
24
日
、
25
日
に
開
催
さ
れ
た
各

常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案

等
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
知
事
提
出
議
案　

12
件
、
議
員
提
出
議
案
２
件
、
委
員
会

提
出
議
案
１
件
、
請

願
１
件
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
同

意
・
承
認
・
採
択
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
で
は
、

エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念
と
合
致
し
た
農
林

産
物
を
対
象
と
し
た
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制

度
を
新
た
に
創
設
し
、
７
月
か
ら
運
用

を
始
め
ま
す
。

　
教
育
・
研
究
に
つ
い
て
は
、
県
と
Ａ

Ｐ
Ｕ
が
連
携
し
て
、
エ
コ
パ
ー
ク
が
持

つ
環
境
価
値
に
関
す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
新
た
に
構
築
し
、
研
究
の
場
と
し

て
エ
コ
パ
ー
ク
の
活
用
を
促
し
ま
す
。

自
由
民
主
党

森も
り

　
　
誠せ
い
一い
ち 

議
員

警
察
の
職
場
環
境
に
つ
い
て

　
風
通
し
の
よ
い
職
場
環
境
づ
く

り
は
、
組
織
運
営
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
職
員
が
業
務
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
い
つ
で
も
提
案
で
き
る
制

度
を
創
設
し
、
警
察
官
の
管
外
居
住
の

緩
和
な
ど
環
境
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　
加
え
て
、
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
を

防
ぐ
た
め
の
匿
名
相
談
・
通
報
制
度
を

設
け
、
職
員
が
悩
み
を
抱
え
込
ん
だ
り

す
る
こ
と
の
な
い
職
場
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
警
察
職
員
に
と
っ
て
風
通
し
が
よ

く
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
環
境

づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
警
察
本
部
長
に
伺
い
ま
す
。

QA

　
ま
た
、
働
く
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
超
過
勤
務
の
削
減
や
休
暇
の
取
得

促
進
、
男
性
職
員
の
子
育
て
へ
の
積
極

的
な
参
画
な
ど
も
継
続
し
て
推
進
し
て

い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
全
て
の
警
察
職
員
に
と

っ
て
、
風
通
し
が
よ
く
働
き
が
い
の
あ

る
職
場
環
境
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

志
士
の
会

末す
え
宗む
ね

 
秀ひ
で
雄お 

議
員

全
県
一
区
入
試
制
度
に
つ
い
て

　
本
県
は
、
学
校
選
択
の
自
由
を
保

障
す
る
観
点
か
ら
、
平
成
20
年
度

入
試
よ
り
全
県
一
区
制
度
を
導
入
し
ま

し
た
。

　
令
和
４
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
中
学
生
の
76
％
、
保
護
者

の
86
％
が
全
県
一
区
制
度
に
肯
定
的
な

回
答
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
県
一
区
導
入
前
後
の
高
校

へ
の
進
学
状
況
を
比
べ
る
と
、
大
分
市

　
全
県
一
区
入
試
制
度
は
、
若
者
の

地
域
へ
の
定
着
に
逆
行
す
る
も
の

で
あ
り
、
廃
止
す
べ
で
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
知
事
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

QA

令
和
６
年

第
２
回 

定 

例 

会

各
議
員
名
欄
に
あ
る
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

か
ら
、
そ
の
ほ
か
の
質
問
を
含
め
て
、
動

画
で
御
覧
頂
け
ま
す
。
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的
で
利
便
性
の
高
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設

を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
動
き
が
止
ま
っ
て

い
た
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
も
昨
年
度
は
過

去
10
年
間
で
最
多
の
31
回
の
寄
港
が
あ

り
、
好
調
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
観
光
客
の
受
入
環
境
等

の
整
備
に
向
け
、
着
実
に
別
府
港
の
再

編
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

６
月
20
日（
木
）自

由
民
主
党

岡お
か
野の

 
涼り
ょ
う

子こ 

議
員

天
瀬
地
区
に
お
け
る
玖
珠
川
の
改
修

に
つ
い
て

　
天
瀬
地
区
は
、
本
県
に
と
っ
て
重

要
な
温
泉
地
の
一
つ
で
あ
り
、
令
和

　
天
瀬
地
区
に
お
け
る
玖
珠
川
の
改

修
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
、
知
事
に
伺
い
ま
す
。

QA

外
か
ら
大
分
市
内
普
通
科
等
へ
の
進
学

率
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
全
県
一
区
入

試
制
度
対
象
外
の
私
立
高
校
や
県
外
高

校
へ
の
進
学
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
地
域
の
普
通
科
が
選
ば
れ
る
に

は
、
地
域
等
と
連
携
し
た
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
の
推
進
が
重
要
で
す
。

　
加
え
て
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、
全

て
の
高
校
で
学
び
の
質
が
担
保
さ
れ
る

よ
う
授
業
改
善
を
推
進
し
、
全
校
に
指

導
教
諭
を
配
置
し
た
り
、
来
年
度
は
数

学
や
英
語
の
習
熟
度
別
授
業
等
の
遠
隔

配
信
を
開
始
し
ま
す
。

自
由
民
主
党

桝ま
す
田だ

　
　
貢
み
つ
ぐ 

議
員

別
府
港
の
再
編
に
つ
い
て

　
本
県
の
海
の
玄
関
口
で
あ
る
別

府
港
は
、
国
際
観
光
港
と
し
て
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
再
編
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
大
阪
航
路
フ
ェ
リ
ー
の
大
型
化
に
伴

う
駐
車
場
の
拡
張
等
を
行
な
っ
た
ほ

か
、
現
在
は
四
国
航
路
の
フ
ェ
リ
ー
乗

り
場
移
転
に
向
け
た
工
事
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
は
、
フ
ェ
リ
ー
岸
壁
の
改
良
や

背
後
地
の
埋
立
造
成
等
を
行
い
、
魅
力

　
別
府
港
の
再
編
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
、
交
通
政
策

局
長
に
伺
い
ま
す
。

QA

２
年
７
月
豪
雨
の
被
災
直
後
か
ら
、
河

川
改
修
と
温
泉
街
の
存
続
を
両
立
さ
せ

る
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
河
川
改
修
に
お
い
て
は
、
温
泉
街
の

命
で
あ
る
泉
源
を
は
じ
め
、
露
天
風
呂

等
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
よ

う
、
慎
重
に
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
天
瀬
地
区
の
復
興
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
関
係
者
が
共
有
し
、
協
働
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
昨
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
天
ヶ
瀬

温
泉
街
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」で
は
、

エ
リ
ア
の
景
観
形
成
等
に
よ
り
「
歩
い

て
楽
し
い
温
泉
街
」
を
目
指
す
こ
と
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
に

向
け
て
、
温
泉
街
の
景
観
に
調
和
す
る

よ
う
、
河
川
護
岸
の
デ
ザ
イ
ン
等
を
関

係
者
と
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

県
民
ク
ラ
ブ

御み

手た

洗ら
い
朋と
も
宏ひ
ろ 

議
員

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

に
つ
い
て

　
先
般
公
表
さ
れ
た
令
和
５
年
の

人
口
動
態
統
計
で
は
、
県
内
の

出
生
数
は
６
，
２
５
９
人
、
合
計
特
殊

出
生
率
は
１
・
39
で
、
共
に
過
去
最
少

　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
、
知
事
に
伺
い
ま
す
。

QA

を
更
新
し
て
お
り
、
県
の
総
力
を
挙
げ

て
人
口
減
少
へ
の
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
県
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
意
識
調
査

に
お
い
て
、
毎
回
約
７
割
の
方
が
「
理

想
と
す
る
子
ど
も
の
人
数
を
持
つ
た
め

に
は
経
済
的
支
援
が
必
要
」
と
回
答
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
県
で
は
こ
れ
ま
で
、
不

妊
治
療
費
や
第
２
子
以
降
の
保
育
料
等

の
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
を

高
校
生
年
代
ま
で
拡
充
し
た
ほ
か
、
医

療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
、
県
立
学
校
の

給
食
費
無
償
化
等
を
開
始
し
、
さ
ら
に

10
月
か
ら
児
童
手
当
の
拡
充
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
安
定
か
つ
継
続
的
な
支
援
制

度
と
す
る
た
め
、
こ
ど
も
医
療
費
の
無

償
化
な
ど
、
本
来
国
の
責
任
で
取
り
組

む
べ
き
施
策
に
つ
い
て
は
、
国
に
制
度

の
創
設
と
財
源
の
確
保
を
強
く
要
望
し

て
い
き
ま
す
。自

由
民
主
党

首し
ゅ
藤と
う
健け
ん
二じ

郎ろ
う 

議
員

県
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
活
性

化
に
つ
い
て

　
県
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
活

性
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
、知
事
に
伺
い
ま
す
。

Q

日本寄港史上過去最大級のクルーズ船
（別府港）

3 県議会おおいた No.135



　

今
後
も
、
大
分
の
元
気
づ
く
り
と
、

チ
ー
ム
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
応
援
機

運
の
醸
成
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

自
由
民
主
党

阿あ

部べ

 
長な
が
夫お 

議
員

漁
業
の
成
長
産
業
化
に
つ
い
て

　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
の

大
分
県
開
催
を
好
機
と
捉
え
、

漁
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
生
産
面
で
は
、
漁
船
漁
業
に
お

け
る
漁
場
環
境
整
備
、
種
苗
放
流
、
資

源
管
理
を
一
体
的
に
進
め
、
海
域
毎
の

放
流
効
果
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
養
殖
業
に
お
い
て
は
、
養
殖
漁
場
の

環
境
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
給
餌
の

自
動
化
や
赤
潮
被
害
防
止
に
向
け
た
ス

マ
ー
ト
技
術
の
導
入
な
ど
、
生
産
性
の

向
上
も
進
め
ま
す
。

　
次
に
販
売
面
で
は
、
消
費
者
の
購
買

意
欲
の
喚
起
や
新
た
な
販
路
開
拓
等
、

水
産
物
の
消
費
拡
大
へ
の
取
組
を
進
め

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
完
成
間
近
の
蒲
江
加
工
場

で
は
、
刺
身
用
の
サ
ク
や
切
り
身
な
ど

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
国
内
の

　
本
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
を
契
機
と
し
て
、

漁
業
の
成
長
産
業
化
に
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
知
事
に
伺
い

ま
す
。

QA

　
県
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地

域
の
元
気
づ
く
り
を
加
速
し
て

い
く
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
県
内
の
各
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
と
地
域
の
交
流
を
進
め
て
い
ま

す
。
身
近
に
訪
れ
た
選
手
や
チ
ー
ム
に

興
味
を
持
ち
、
試
合
会
場
に
足
を
運
ん

で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
度
は

50
を
越
え
る
学
校
等
と
の
交
流
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
応

援
機
運
の
再
醸
成
を
図
る
た
め
、
今
年

度
は
、
各
チ
ー
ム
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に

県
民
を
無
料
招
待
す
る
取
組
を
行
っ
て

お
り
、
長
く
チ
ー
ム
を
応
援
し
続
け
る

契
機
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
チ
ー
ム
間
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
大

分
ト
リ
ニ
ー
タ
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
お

い
て
、
バ
サ
ジ
ィ
大
分
な
ど
各
チ
ー
ム

の
紹
介
動
画
を
放
映
し
て
い
ま
す
。

A

み
な
ら
ず
、
海
外
の
需
要
も
取
り
込
ん

で
い
き
ま
す
。

６
月
21
日（
金
）県

民
ク
ラ
ブ

若わ
か
山や
ま

 
雅ま
さ
敏と
し 

議
員

中
小
企
業
に
お
け
る
賃
上
げ
の

支
援
に
つ
い
て

　
物
価
高
騰
が
続
き
、
人
手
不
足

が
進
む
中
、
県
民
生
活
を
守
る

と
と
も
に
、
必
要
な
人
材
を
確
保
し
て

い
く
に
は
賃
上
げ
の
実
現
が
重
要
で

す
。

　
中
小
企
業
が
賃
上
げ
に
踏
み
出
せ
る

環
境
整
備
に
向
け
、
価
格
転
嫁
対
策
と

　
中
小
企
業
に
お
け
る
賃
上
げ
の
支

援
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行

く
の
か
知
事
に
伺
い
ま
す
。

QA

し
て
、
労
働
局
と
連
携
し
た
取
組
や
更

な
る
機
運
醸
成
に
向
け
た
情
報
発
信
な

ど
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
賃
上
げ
を
行
う
企
業
に
補
助

率
等
を
か
さ
上
げ
す
る
「
賃
上
げ
枠
」

の
拡
大
な
ど
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　
中
小
企
業
の
賃
上
げ
を
持
続
的
な
も

の
に
す
る
に
は
、
金
融
・
経
営
両
面
か

ら
の
下
支
え
も
大
事
で
す
。

　
今
年
度
も
企
業
の
設
備
投
資
や
経
営

の
安
定
を
支
え
る
県
制
度
資
金
の
新
規

融
資
枠
を
設
け
た
ほ
か
、
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
と
連
携
し
、
経
営
支
援
を

更
に
強
化
す
る
支
援
体
制
等
も
構
築
し

て
い
ま
す
。

自
由
民
主
党

後ご

藤と
う
慎し
ん
太た

郎ろ
う 

議
員

脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

　
２
０
５
０
年
脱
炭
素
化
の
実
現

に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
者
と
連
携

し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、県
で
は
、

大
分
県
版
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

ス
タ
ー
ト
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
環
境
先
進
県
お
お
い
た
」
を
目

指
す
中
で
、
脱
炭
素
化
に
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
知
事

に
伺
い
ま
す
。

QA

レゾナックドーム大分におけるプロスポーツチーム
宣伝動画放映の様子
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可
決
さ
れ
た
議
案
（
議
員
提
出
）

○
意
見
書（
２
件
）

▽�

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書

▽�

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を

求
め
る
意
見
書

可
決
さ
れ
た
議
案
（
委
員
会
提
出
）

○
意
見
書（
１
件
）

▽�

地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
財
政
支
援

（
交
付
金
等
）の
継
続
・
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

可
決
・
同
意
・
承
認
さ
れ
た
議
案
等

　
　
　
　
　
　
　

  （
知
事
提
出
）

○
予
算（
1
件
）

▽�

令
和
６
年
度
大
分
県
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）　　

○
条
例（
７
件
）

▽�

大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

▽�

大
分
県
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
▽�

大
分
県
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て�

ほ
か

○
人
事
関
係（
２
件
）

▽�

副
知
事
の
選
任
に
つ
い
て

▽
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
そ
の
他
議
案（
１
件
）

▽
工
事
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
報
告（
１
件
）

▽�

大
分
県
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

上
、
作
成
を
加
速
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
計
画
作
成
に
は
福
祉
専
門
職

や
支
援
者
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る

た
め
、
昨
年
度
か
ら
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
配
置

し
、
市
町
村
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
避
難
訓
練
等
を
重
ね
て
具

体
的
な
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
支
援
内

容
に
適
宜
反
映
さ
せ
る
よ
う
、
市
町
村

に
働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
ず
は
、
同
意
を
得
た
方
に
つ
い
て

は
、
国
が
示
し
た
令
和
８
年
５
月
ま
で

の
完
成
を
目
指
し
、
最
終
的
に
は
、
要

支
援
者
全
員
の
個
別
避
難
計
画
の
作
成

に
向
け
て
、
市
町
村
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

自
由
民
主
党

清き
よ
田た

 
哲て
つ
也や 

議
員

広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に

つ
い
て

　
大
分
県
の
未
来
創
造
の
た
め
に

は
、
地
域
や
ま
ち
の
魅
力
を
高

め
、
人
や
物
の
流
れ
を
活
性
化
す
る
広

域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
る

　
県
民
に
高
規
格
道
路
や
新
幹
線
の

整
備
を
現
実
的
な
も
の
と
捉
え
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
戦
略
性
を
持
っ
た
進

め
方
が
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

に
つ
い
て
知
事
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

QA

　
ま
ず
、
民
生
部
門
で
は
、
脱
炭
素
の

面
的
拡
大
の
起
点
と
な
る
モ
デ
ル
地
域

を
創
出
す
る
た
め
、
大
分
ス
ポ
ー
ツ
公

園
エ
リ
ア
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
国
が
推

進
す
る
脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
選
定
を

目
指
し
ま
す
。

　
次
に
、
産
業
部
門
で
は
、
企
業
の
環

境
貢
献
を
見
え
る
化
し
、
企
業
価
値
の

向
上
を
後
押
し
し
ま
す
。

　
２
０
５
０
年
を
見
据
え
、
本
年
１
月

に
産
官
学
一
体
と
な
っ
て
取
り
ま
と
め

た
「
グ
リ
ー
ン
・
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
お
お

い
た
推
進
構
想
」
に
基
づ
き
、
次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
水
素
等
の
利
活
用

や
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
軸
と

し
た
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

公
明
党

澤さ
わ
田だ

 
友と
も
広ひ
ろ 

議
員

避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
に
つ
い
て

　
個
別
避
難
計
画
は
、
県
内
の

避
難
行
動
要
支
援
者
の
う
ち
、

47
・
７
％
が
作
成
済
み
で
、
作
成
の
前

提
と
な
る
本
人
同
意
を
得
た
方
に
つ
い

て
は
、
91
・
３
％
ま
で
作
成
が
進
ん
で

い
ま
す
。
市
町
村
で
は
計
画
作
成
の
努

力
義
務
化
を
受
け
、
優
先
度
を
判
断
の

　
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
避
難

行
動
要
支
援
者
の
「
個
別
避
難
計

画
」
の
作
成
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
福
祉
保
健
部
長
に
伺
い
ま
す
。

QA

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
の
道
路
整
備
に
つ

い
て
は
、
半
導
体
や
農
産
物
等
を
効
率

的
に
関
西
方
面
へ
運
ぶ
物
流
道
路
と
し

て
の
効
果
も
期
待
さ
れ
る
た
め
、
国
や

関
係
機
関
等
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
ま

す
。

　
四
国
新
幹
線
は
、
東
九
州
新
幹
線
と

繋
が
る
こ
と
で
双
方
の
価
値
が
飛
躍
的

に
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
整
備
計
画
へ
の

格
上
げ
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
国
等

へ
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
東
九
州
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
整
備

格
上
げ
後
の
手
続
き
が
迅
速
に
進
む
よ

う
、
議
論
を
尽
く
し
、
県
民
や
関
係
県

の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
機
運
を
盛
り

上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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 《
委
員
会
の
開
催
状
況
》 

６
月
25
日
開
催

〇
付
託
案
件

　
▽
議
案
（
５
件
）　

　
・ 

令
和
６
年
度
大
分
県
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
（
第
１
号
） 

ほ
か

　
▽
報
告
（
１
件
）

　
・
大
分
県
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〇
諸
般
の
報
告
（
２
件
）

　
・ 

新
た
な
大
分
県
行
財
政
改
革
計
画
の
素
案
に
つ

い
て 

ほ
か

 《
県
内
所
管
事
務
調
査
》
５
月
８
日
～
６
月
５
日
実
施

　

佐
伯
市
の
若
手
中
堅
職
員
の
政
策
提
案
を
も
と

に
、
学
生
の
地
域
社
会
へ
の
参
画
促
進
や
自
主
活
動

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
若
者
の
可
能
性
を
広
げ

る
た
め
に
、
令
和
４
年
６
月
に
設
立
さ
れ
た
「
一
般

社
団
法
人
Ｋ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
キ
イ
サ
）」
の
ほ
か
、令
和

４
年
に
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
醸
造
を
開
始
し
、訪
日
外

国
人
や
国
内
観
光
客
に
対
応
し
た
複
合
施
設
ブ
リ
ュ

ワ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
レ
ス
ト
ラ
ン
も
開
設
し
た
昭
和
４

年
創
業
の
醸
造
蔵
「
藤
居
醸
造
合
資
会
社
」
な
ど
23

か
所
を
調
査
し
ま
し
た
。

《
委
員
会
の
開
催
状
況
》 

６
月
25
日
開
催

〇
付
託
案
件

　
▽
議
案
（
３
件
）　

　
・ 

大
分
県
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て 

ほ
か

　
▽
請
願
（
１
件
）

　
・ 

地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
財
政
支
援
の
継
続・

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

〇
諸
般
の
報
告
（
５
件
）

　
・
こ
ど
も
の
生
活
実
態
調
査
に
つ
い
て 

ほ
か

 《
県
内
所
管
事
務
調
査
》 

５
月
15
日
～
６
月
３
日
実
施

　
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
介
護
現
場
に

お
け
る
業
務
の
効
率
化
、
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

積
極
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
導
入
し
て
い
る
介
護
老
人

保
健
施
設
「
岡
の
苑
」
の
ほ
か
、
ひ
と
り
親
世
帯
や

生
活
に
困
窮
す
る
世
帯
等
を
対
象
に
、
子
ど
も
食
堂

や
子
育
て
支
援
な
ど
、
地
域
の
企
業
、
団
体
等
か
ら

幅
広
く
支
援
を
受
け
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
る

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
応
援
レ
ス
ト
ラ
ン
」
な
ど
22

か
所
を
調
査
し
ま
し
た
。

 《
委
員
会
の
開
催
状
況
》 

６
月
24
日
開
催

〇
諸
般
の
報
告
（
６
件
）

　
・
繰
越
予
算
に
つ
い
て

　
・
創
業
支
援
実
績
に
つ
い
て

　
・ 

大
分
県
産
業
人
材
確
保・育
成
プ
ラ
ン
（
仮
称
）

の
策
定
に
つ
い
て

　
・ 

公
益
社
団
法
人
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
お
い
た
に
つ
い
て

　
・
観
光
誘
客
の
状
況
に
つ
い
て

　
・ 

経
営
戦
略
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実
施
状
況
等

に
つ
い
て

 《
県
内
所
管
事
務
調
査
》 

５
月
13
日
～
５
月
28
日
実
施

　
間
伐
材
な
ど
を
い
か
し
た
ア
ロ
マ
商
品
の
製
造
・

販
売
を
行
な
っ
て
お
り
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
「
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
六
月
八
日
」
の
商
品
が
、
な
か
つ

６
次
産
業
推
奨
品
と
し
て
初
の
認
定
を
受
け
た
「
久

恒
山
林
株
式
会
社
」
や
、
電
気
自
動
車
な
ど
の
電
動

モ
ビ
リ
テ
ィ
を
活
用
し
た
ガ
イ
ド
付
き
ツ
ア
ー
の
造

成
な
ど
に
よ
り
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
努
め
て

い
る
「
一
般
社
団
法
人
姫
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な

ど
19
か
所
を
調
査
し
ま
し
た
。

総
務
企
画
委
員
会

県内所管事務
調査詳細

福
祉
保
健
生
活
環
境
委
員
会

県内所管事務
調査詳細

商
工
観
光
労
働
企
業
委
員
会

県内所管事務
調査詳細

一般社団法人ＫＩＩＳＡ

介護老人保健施設「岡の苑」

久恒山林株式会社

藤居醸造合資会社

ＮＰＯ法人子育て応援レストラン

一般社団法人姫島エコツーリズム

常任委員会の活動状況
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 《
委
員
会
の
開
催
状
況
》 

６
月
24
日
開
催

〇
諸
般
の
報
告
（
６
件
）

　
・ 
新
た
な
大
分
県
農
林
水
産
業
振
興
計
画
の
素
案

に
つ
い
て

　
・
る
る
パ
ー
ク
の
取
組
に
つ
い
て

　
・ 

令
和
５
年
度
の
農
林
水
産
業
へ
の
新
規
就
業
者

に
つ
い
て

　
・ 

令
和
６
年
度
へ
繰
越
し
た
令
和
５
年
度
予
算
の

再
度
繰
越
（
事
故
繰
越
し
）
に
つ
い
て 

ほ
か

 《
県
内
所
管
事
務
調
査
》 

５
月
16
日
～
５
月
31
日
実
施

　
子
牛
を
預
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
品
質
向
上
や
生

産
コ
ス
ト
の
抑
制
を
実
践
し
、
肉
用
牛
農
家
の
経
営

安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
今
年
４
月
に
開
業

し
た
県
内
２
か
所
目
の「
キ
ャ
ト
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

や
、
カ
ン
パ
チ
や
ヒ
ラ
マ
サ
の
養
殖
に
い
ち
早
く
挑

戦
し
、
養
殖
技
術
を
い
か
し
て
平
成
30
年
か
ら
県
と

連
携
し
て
か
ぼ
す
ヒ
ラ
マ
サ
の
生
産
を
開
始
し
た
ほ

か
、
ブ
リ
の
人
工
種
苗
を
活
用
し
た
試
験
養
殖
に
取

り
組
ん
で
い
る
「
渡
辺
水
産
有
限
会
社
」
な
ど
22
か

所
を
調
査
し
ま
し
た
。

 《
委
員
会
の
開
催
状
況
》 

６
月
25
日
開
催

〇
付
託
案
件

　
▽
議
案
（
１
件
）　

　
・
工
事
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

〇
諸
般
の
報
告
（
５
件
）

　
・
令
和
５
年
度
予
算
の
繰
越
し
に
つ
い
て

　
・「
豊
ち
ゃ
く
２
０
２
４
」
に
つ
い
て

　
・ 

県
道
栃
野
西
大
山
線
新し

ん
わ
ら
び
の

蕨
野
ト
ン
ネ
ル
工
事
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て 

ほ
か

 《
県
内
所
管
事
務
調
査
》 

５
月
８
日
～
６
月
３
日
実
施

　
県
内
各
地
の
土
木
事
務
所
を
訪
問
し
、
職
員
配
置

や
各
事
業
の
概
要
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と
と

も
に
、
地
域
毎
の
課
題
に
応
じ
た
現
地
調
査
を
行
な

い
ま
し
た
。

　
災
害
・
冬
期
・
事
故
等
に
備
え
た
安
全
・
安
心
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保
や
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
形
成

な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
事
業
を
進
め
て
い
る

「
国
道
２
１
２
号（
日
田
山
国
道
路
）道
路
改
良
事
業
」

の
ほ
か
、
ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
発
着
場
と
し
て
整

備
を
進
め
て
い
る
「
大
分
空
港
海
上
ア
ク
セ
ス
整
備

事
業
」
な
ど
26
か
所
を
調
査
し
ま
し
た
。

 《
委
員
会
の
開
催
状
況
》 

６
月
24
日
開
催

〇
付
託
案
件

　
▽
議
案
（
１
件
）

　
・ 

大
分
県
立
学
校
職
員
及
び
大
分
県
市
町
村
立
学
校

県
費
負
担
教
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〇
諸
般
の
報
告
（
４
件
）

　
・ 

新
た
な
大
分
県
長
期
教
育
計
画
案
の
骨
子
に
つ

い
て

　
・ 

大
分
県
特
別
支
援
教
育
推
進
プ
ラ
ン
（
仮
）
の

策
定
に
つ
い
て 

ほ
か

 《
県
内
所
管
事
務
調
査
》 

５
月
７
日
～
５
月
30
日
実
施

　
第
43
回
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
等
の
開
催
に
伴
う

大
規
模
警
備
を
見
据
え
た
部
隊
対
処
能
力
の
向
上
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
機
動
隊
」
や
、
令
和
５
年

度
は
防
災
教
育
モ
デ
ル
校
と
し
て
生
徒
自
身
が
身
を

守
る
力
を
付
け
る
だ
け
で
な
く
、保
護
者
や
市
役
所
、

警
察
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
防
災
教
育
に
取
り

組
ん
だ
「
大
分
県
立
宇
佐
支
援
学
校
」
な
ど
23
か
所

を
調
査
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
委
員
会

県内所管事務
調査詳細

土
木
建
築
委
員
会

県内所管事務
調査詳細

文
教
警
察
委
員
会

県内所管事務
調査詳細

キャトルステーション

国道２１２号道路改良事業

機動隊

渡辺水産有限会社

大分空港海上アクセス整備事業

大分県立宇佐支援学校

大分県議会では６つの常任委員会を設け、所管する各部局に関する事項の審査や調査などを行っています。
「委員会」は少数の議員で、県の仕事を部門ごとに分担して受け持ち、詳しく調べて本会議に報告する役割があります。
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若
わか

山
やま

　雅
まさ

敏
とし県

広域交通ネットワーク特別委員会広域交通ネットワーク特別委員会
～広域交流・観光・産業の振興～

経済活性化対策特別委員会経済活性化対策特別委員会
　６月14日（金）に第７回経済活性化対策特別委員会が開催されました。
　今回は参考人招致として、The Japan Travel Company 株式会社のクリスティ美保子代表取締役とク
リスティ ポール ジェラード取締役のお二人にオ
ンラインで出席していただきました。
　お二人は、インバウンド旅行業を中心に、活動拠
点である杵築市大田で活躍されており、委員会で
は、観光産業を軸にして、地方創生につながる取組
についてお話いただきました。

　東九州新幹線、豊予海峡ルート、広域道路ネットワークの整備と、これらに伴う広
域での経済交流や人的交流の促進、観光振興、産業振興などについて調査研究を行う。

目　　　的

令和６年６月 21 日～令和９年３月 31 日期　　　間
（１）東九州新幹線について
（２）豊予海峡ルートについて
（３）広域道路ネットワークについて
（４）広域交流、観光振興、産業振興について

付託する事件
自 ・・・自由民主党
県 ・・・県民クラブ
公 ・・・公明党
共 ・・・日本共産党
志 ・・・志士の会

（※会派名）

クリスティ
美保子
代表取締役

クリスティ
ポール
ジェラード
取締役

麻
あ

生
そう

　栄
えい

作
さく

木
き

田
だ

　昇
のぼる

清
きよ

田
た

　哲
てつ

也
や

今
いま

吉
よし

　次
じ

郎
ろう

阿
あ

部
べ

　長
なが

夫
お自 自 自自 自県

太
おお

田
た

　正
まさ

美
み

後
ご

藤
とう

慎
しん

太
た

郎
ろう

木
き

付
づき

　親
しん

次
じ

三
み

浦
うら

　正
まさ

臣
おみ

吉
よし

村
むら

　尚
なお

久
ひさ自 自自 自自 県

高
たか

橋
はし

　肇
はじめ

澤
さわ

田
だ

　友
とも

広
ひろ

堤
つつみ

　栄
えい

三
ぞう

末
すえ

宗
むね

　秀
ひで

雄
お県 公 共 志

新たな特別委員会

が設置されました！

委員長 副委員長

特別委員会の活動状況
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　県議会では、県民の皆さんにとって身近でわかりやすい県議会を実現するため、議員が学校や大学等に出
向き、児童・生徒や学生に県政の動きや議会の役割等について説明し、質問に答える「議員出前講座」を
実施しています。
　今回は、６～７月にかけて、４校で講座を行いました。参加した児童、生徒、学生からは、「議員になろう
と思ったきっかけはなに」、「議員の活動や県の取組はどこで知ることができるか」といった質問や「今日の
講義を聞いて議員がかっこいいと思ったから、将来は議員になりたい」、「議員さんは住民のために色々なこ
とを決めていて、その議員さんを選んでいるのは住民だとわかった」などの感想が寄せられました。

　県議会では「開かれた県議会」に向けた取組の一環
として、議場見学の受入れを行っています。
　自治会の生涯学習行事、学校の社会見学等にぜひご
活用ください！
内　容 　本会議場等の見学、県議会の役割・仕組み等の説明（30分程度）
受入日 　議会開会中を除く平日

議員が講師として学校等に出向き、県議会の仕組みや議員の活動についてわかり
やすく説明します。開催を希望される際は、下記までお問い合わせください。

問合せ先   県議会事務局政策調査課　電話：097-506-5036

議員出前講座
開催校募集中

議員出前講座議員出前講座

議場見学議場見学

７月２日　６年生59人

７月１日　６年生47人

７月23日　１年生131人

問合せ先  県議会事務局政策調査課　電話：097-506-5035

～議会を見学してみませんか～

中津市立豊田小学校

姫島村立姫島中学校

県立芸術文化短期大学

学校法人別府大学明星小学校６月11日　１～３年生23人

7月23日犬飼町わかあゆ国際交流会7月23日犬飼町わかあゆ国際交流会
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県議会の活動について発信しています。
ぜひ、ご覧ください。

大分県議会公式X
（＠oitakengikai）

　
県
議
会
で
は
、
地
方
議
会
が
有

す
る
監
視
機
能
と
政
策
立
案
機
能

を
よ
り
一
層
発
揮
す
る
た
め
、
定

例
会
ご
と
に
政
策
勉
強
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
６
月
の
政
策
勉
強
会
で
は
、「
一

般
社
団
法
人
う
つ
り
く
ら
す
」
代

表
理
事　
中な
か
野の

リ
カ
子
氏
を
講
師

に
お
招
き
し
「
変
わ
る
移
住
」
と

題
し
、
移
住
定
住
に
つ
い
て
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
日
本
風
景
写
真
協
会
大
分
支
部
」
の

会
員
が
大
分
を
中
心
に
九
州
各
地
で
撮
影

し
た
風
景
写
真
を
県
庁
舎
新
館
１
階
議
会

ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
し
た
。

　３年生５名、２年
生５名、１年生８名
で活動しています。
文化祭や地域のお
祭りなどで書道パ
フォーマンスも行
っています。「楽し
んで制作活動に励
む」を目標に切磋
琢磨しています。

令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

　
９
月
４
日（
水
） 

開
会

　
　
　
10
日（
火
） 

本
会
議（
代
表
質
問
）

　
　
　
11
日（
水
）
～
13
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

 

本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
　
17
日（
火
）
～
18
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

 

常
任
委
員
会

　
　
　
24
日（
火
）閉
会

本会議の生中継、録画中継、会議録や議会の日程、質問項目、議会の仕
組みと役割など、様々な情報を掲載しています。ぜひ、ご覧ください。

◇お問い合わせは県議会事務局まで
【 総 務 課 】 議会庶務、情報公開など TEL 097-506-5019
【 議 事 課 】 本会議、常任委員会、傍聴など  TEL 097-506-5022
【政策調査課】 調査業務、議会広報など TEL 097-506-5035

政
策
勉
強
会

《
議
会
ロ
ビ
ー
で
の
展
示
》

《
県
議
会
今
後
の
動
き
》

YouTube でこれまでの定例会の
ダイジェストをご覧いただけます。
ぜひ、ご覧ください！

県議会ホームページでは

〔編集〕大分県議会事務局 大分市大手町3丁目1-1 TEL097-506-5035（ダイヤルイン） FAX097-506-1785

https://www.pref.oita.jp/site/gikai/ 大分県議会 検索

県 議 会 タ イ ム

ト ピ ッ ク ス

表紙の題字の作者 佐伯鶴城高等学校　佐伯鶴城高等学校　金金
かな　やまかな　やま

山山  結結
ゆい　かゆい　か

華華  さんさん
の所属する書道部の様子をご紹介しますの所属する書道部の様子をご紹介します

展示期間：６月11日～７月１日
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